









本研究は，上記経験を踏まえ感動創造 (inspiration creation) の意義と課題





迅速な意思決定を行う際に判断基準となる情報 (actionable intelligence: AI)































































































































イモン (Herbert Simon) であり，その著書『システムの科学』に見られる５）。
またデザイン工学分野ではロバート・マッキム (Robert McKim) による『視
察の経験』(“Experiences in Visual Thinking”) にも見出すことができる６）。
アート・プロデュース論の枠組みとその展開
― ―４３




ビッド・ケリー (David Kelley) によって開始された８）。
デザイン思考が注目を集めたのは，２００５年にスタンフォード大学に d.
school が創設され，Business Week 誌が “design thinking” と題した特集
号を発行したことを契機としているといわれている。さらに２００８年，ハ
ーバードビジネスレビューに IDEO の CEO，ティム・ブラウン (Tim



























































それは，定義 (define)，研究 (research)，アイデア出し (ideate)，プロトタイ
































































共感 (Empathize) → 問題定義 (Define) → アイデア創出 (Ideate) →原型／
































































































その手法では，事業創造と同様に 6W2H (Why, What, Where, Whom, When,
成城・経済研究 第２１１号 （２０１６年１月）
― ―５２








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































その結果，重要な情報として以下のアート情報 (arts intelligence) とビジ


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































奥山 緑 演劇をプロデュースすること－公共劇場から考えること 演劇プロデューサー １ １
西原梨恵 聴く衣裳，効く衣裳 衣裳デザイナー １ １
阿部勘一 大衆を創る－テレビにおける「プロデュース」論 社会学・研究者 １ １








千足伸行 名画と戦闘機，または，モノとしてのアート 西洋美術史・研究者 １ １
山本豊津 モダン・銀座・画廊 画廊・経営者 １ １
海老原光 指揮台に生きる 指揮者・音楽監督 １ １
安部憲昭 公益法人が創りだす新たな食の取組み 総料理長・
プロデューサー
１ １ １ １ １
春風亭正朝 落語のマーケティング論 落語家 １ １







氏 名 タイトル 職業・専門 視角 聴覚 嗅覚 味覚 触覚
山田 宏 ピアノ調律６０年 調律師 １ １ １
田中 誠 映画におけるアートとビジネスの境界線 監督，却本家 １ １ １
相田武文 建築家の思考 建築士・研究者 １ １ １ １
島村信之 息吹を吹き込む 画家 １ １ １






コンサルタント １ １ １ １ １







１ １ １ １
丸 幸弘 QPMI サイクルによる価値創造 経営者・農業
サイェンティスト
１ １ １ １ １





経営者・理美容師 １ １ １ １
大庭泰三 ヴァイオリンプロジェクト「千の音色でつなぐ絆」 経営者・
プロデューサー
１ １ １ １






















必要となる情報，特にアート情報 (arts intelligence) を中心に，ビジネス情
報 (business intelligence) とあわせて抽出することを試みた。さらに，ここ
では今日のビッグデータ時代にあって，企業の意思決定に必要となる戦略




（１） actionable intelligence (AI) の必要性
シンガポール国立大学ビジネススクール，客員上級研究員のキース・カ















































に求められる情報活用とは，単に business intelligence (BI) ツールを導入





































断基準となる actionable intelligence, AI として，アート情報とビジネス
情報の抽出の仕方を検証した。
ブレイン・ストーミングを用いた結果，重要な情報として様々なアート
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